
 

 

平 成 28 年 ４月 28 日 

公認会計士・監査審査会 

第 16 回監査監督機関国際フォーラム（ロンドン会合）について  

Meeting of the IFIAR （International Forum of Independent Audit Regulators）

 

第 16 回監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）が下記のとおり開催され、公認会

計士・監査審査会からは廣本会長が参加し、最近の監査監督に関する議論に参画

し、各監査監督当局と意見交換を実施しました。概要につきましては、IFIAR 事務

局によるプレスリリースをご参照ください。 

 

記 

 
１．日程・開催場所 

  平成 28 年４月 19 日（火）～４月 21 日（木） 

英国・ロンドン 

 

２．参加者 

 メンバー（各国・地域の監査監督機関）は、 

アブダビ、アルバニア、オーストラリア、オーストリア、ベルギー、ボツワナ、ブラジル、

ブルガリア、カナダ、ケイマン、台湾、クロアチア、チェコ、デンマーク、ドバイ、エジプト、

フィンランド、フランス、ドイツ、ジブラルタル、ギリシャ、ハンガリー、インドネシア、アイ

ルランド、イタリア、日本、ジャージー、韓国、リヒテンシュタイン、リトアニア、ルクセンブ

ルク、マレーシア、モーリシャス、オランダ、ニュージーランド、ノルウェー、ポーランド、

ポルトガル、シンガポール、スロバキア、スロヴェニア、南アフリカ、スペイン、スリラン

カ、スウェーデン、スイス、タイ、トルコ、英国、米国、ロシア （計 51 カ国・地域） 

上記の内 48 の国・地域が本会合に参加 

 

 オブザーバー 

バーゼル銀行監督委員会（BCBS）、欧州委員会（EC）、金融安定理事会（FSB）、

保険監督者国際機構（IAIS）、証券監督者国際機構（IOSCO）、世界銀行（WB）、

公益監視委員会（PIOB） 

計７国際機関 

 

 議長 

ジャニー・ヴァン・ディゲレン蘭金融市場庁（AFM）国際監査・会計・政策・基準設定

部門長 
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３．主な議題 

 IFIAR 常設事務局を東京に設置することの決定 

 投資家・利害関係者で構成されるアドバイザリーグループの新設 

 基準設定主体と公益監視委員会（PIOB）との連携 

 監査法人のグローバル CEO 等との監査品質に関する議論 

等 

 

４．プレスリリース 
 プレスリリース（原文） ・ （仮訳）  

 
IFIAR やその活動に関する更なる情報は、IFIAR ウェブサイト（www.ifiar.org）を参照

されたい。 

 

お問い合わせ先 

公認会計士・監査審査会 Tel.：03-3506-6000 (代表) 

事務局総務試験室 (内線 2432) 
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プレスリリース（仮訳） 

 
独立した監査規制当局が新たなボード構造の導入と常設事務局の設立に合意 

 
2016 年 4 月 21 日―監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）の 48 メンバーは、英

国財務報告評議会(FRC)の主催により英国ロンドンで年次会合に出席し、高品質

な監査の世界的推進にあたり共通の利益を促進した。 

 

監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）の加盟当局は、日本の東京に常設事務局

を設置することを承認した。常設事務局の設置は、2017 年 4 月から新たに導入

することが予定されている IFIAR ボードによるガバナンス構造とあわせて、

IFIAR の組織的な能力を大いに強化し、監査品質を向上させるための措置を行う

能力を高めることになるであろう。 

 

IFIAR 議長であるジャニー・ヴァン・ディゲレンは、次のように述べている。 

「これらの変化は、IFIAR の発展において画期的な出来事である。効果的なガバ

ナンスと、組織の継続性を支える専門的かつ専属の常設事務局によって、監査

品質や投資家保護に関するグローバルな課題に効果的かつ効率的に対処する能

力が強化されるであろう。私は東京において常設事務局をホストすることを申

し出た日本に感謝したい。」 

 

アドバイザリー・グループの新設 

本会合において、IFIAR は投資家・利害関係者ワーキンググループに対するグロ

ーバルなアドバイザリー･グループを設立した。このグループの設立によって、

IFIARは監査品質の世界的な向上と投資家保護の促進というIFIARの目標を共有

する投資家、監査委員会、その他主要な利害関係者と進行中の対話に、更なる

継続性や深みをもたらすことが可能となる。そして、そのような対話こそが、

IFIAR が投資家に最も関連がある監査品質に関する課題に焦点を当てることを

可能とする。アドバイザリー･グループの初回会合は、監査品質を支える監査委

員会の重要な役割に焦点を当てて議論を行った。 

 

基準設定主体と公益監視委員会（PIOB）との連携 

IFIAR は IAASB（国際監査・保証基準審議会）、IESBA（国際会計士倫理基準審議

会）及び PIOB（公益監視委員会）の議長と、基準設定がどのように監査品質の

向上に資するかにつき、基準の改訂や、利害関係者及び当局者から寄せられた

コメントへの適時な対応という観点から議論した。 
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監査法人のグローバル CEOs との監査品質に関する議論 

IFIAR は 6 大ネットワーク監査法人の CEO と、向こう 4年間で IFIAR の 

年次検査指摘事項報告書にて報告された検査指摘事項を大きく減少させるため

の取り組みについて、グローバルな観点から議論した。IFIAR と CEO は、監査品

質にとって重要な議題について議論をし、それには、新たな長文式監査報告書

や、監査におけるデータアナリティクスの活用等のテクノロジーの発達、また

監査人材とその国境を越える移動に関する課題などが含まれている。 

 

 

 

 

 

IFIAR について 

監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）は、2006 年に組織され、アフリカ、北米、

南米、アジア、オセアニア、ヨーロッパの 51 か国・地域の独立した監査監督当

局で構成されている。公益に資するとともに投資家の保護を強化するため、

IFIAR は、世界中の監査品質や規制実務についての対話や知見の共有を行うプラ

ットフォームを提供し、規制活動の協調や一貫性を促す。IFIAR に関する更なる

情報は、IFIAR ウェブサイト（www.ifiar.org）を参照されたい。 
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監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）本会合開催実績 

 
 

 期 間 場 所 参 加 当 局 

第１回 平成 19 年 3 月 22・23 日 東京 22 か国・地域 

第２回 平成 19 年 9 月 24・25 日 トロント 21 か国・地域 

第３回 平成 20 年 4 月 9～11 日 オスロ 22 か国・地域 

第４回 平成 20 年 9 月 22～24 日 ケープタウン 21 か国・地域 

第５回 平成 21 年 4 月 27～29 日 バーゼル 30 か国・地域 

第６回 平成 21 年 9 月 14～16 日 シンガポール 29 か国・地域 

第７回 平成 22 年 3 月 22～24 日 アブダビ 30 か国・地域 

第８回 平成 22 年 9 月 27～29 日 マドリッド 37 か国・地域 

第９回 平成 23 年 4 月 11～13 日 ベルリン 34 か国・地域 

第 10 回 平成 23 年 9 月 26～28 日 バンコク 29 か国・地域 

第 11 回 平成 24 年 4 月 16～18 日 釜山 32 か国・地域 

第 12 回 平成 24 年 10 月 1～3 日 ロンドン 39 か国・地域 

第 13 回 平成 25 年 4 月 15～17 日 ノールドワイク 42 か国・地域 

第 14 回 平成 26 年 4 月 7～9 日 ワシントン D.C. 44 か国・地域 

第 15 回 平成 27 年 4 月 21～23 日 台北 38 か国・地域 

第 16 回 平成 28 年 4 月 19～21 日 ロンドン 48 か国・地域 

 
 
（注）平成 25 年以降、本会合は年１回の開催とし、別途オフィサー、諮問委員会メン

バー及びワーキング・グループ議長等による中間会合を開催。 
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IFIAR 検査ワークショップ開催実績 

 

 
 

 期 間 場 所 参 加 当 局 

第１回 平成 19 年 5 月 30・31 日 アムステルダム 22 か国・地域 

第２回 平成 20 年 1 月 29・30 日 ベルリン 20 か国・地域 

第３回 平成 21 年 2 月 11～13 日 ストックホルム 25 か国・地域 

第４回 平成 22 年 2 月 9～12 日 パリ 31 か国・地域 

第５回 平成 23 年 2 月 23～25 日 ワシントン 30 か国・地域 

第６回 平成 24 年 3 月 5～7 日 アブダビ 32 か国・地域 

第７回 平成 25 年 3 月 4～6 日 チューリッヒ 38 か国・地域 

第８回 平成 26 年 3 月 10～12 日 クアラルンプール 36 か国・地域 

第９回 平成 27 年 3 月 2～4 日 ロンドン 37 か国・地域 

第 10 回 平成 28 年 2 月 22～24 日 アブダビ 34 か国・地域 

第 11 回 平成 29 年 2 月 8～10 日 アテネ 41 か国・地域 
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平 成 28 年 ４月 22 日 

公認会計士・監査審査会 

監査監督機関国際フォーラム・常設事務局の東京設置について

 
４月 19 日から 21 日にかけてロンドンで開催された、監査監督機関国際フォーラム

（International Forum of Independent Audit Regulators；IFIAR）の本会合において、

IFIAR の常設事務局を東京に設置することが決定されました。 

 

金融庁及び公認会計士・監査審査会は、IFIAR の常設事務局を東京に誘致すべく、

様々な活動を行ってきたところですが、これまで誘致活動に対しご協力・ご支持いた

だきました関係者の皆様に、厚く御礼申し上げます。 

 

IFIAR は 2017 年 4 月の事務局開設を目指しているところ、金融庁及び公認会計士・

監査審査会としては、IFIARの常設事務局が円滑に活動を行っていくことができるよう、

総力を挙げて支援を行うとともに、その活動に積極的に貢献していきます。 

 

（注）IFIAR は、2006 年９月に設立された監査監督上の連携及び協力を目的とした国

際組織であり、公認会計士・監査法人等を監督する 51 か国・地域の当局で構成

されています。日本からは、金融庁及び公認会計士・監査審査会が参加していま

す。 

 

関連サイト：IFIAR agrees on Permanent Secretariat in Tokyo, Japan 

 

 

お問い合わせ先 

公認会計士・監査審査会 Tel：03-3506-6000 (代表) 

事務局総務試験室 (内線 2432) 
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日本 IFIAR ネットワーク会員 
 

【会計監査税務】 
○日本監査研究学会 
○日本監査役協会 
○日本公認会計士協会 

 日本税理士会連合会 
○日本内部監査協会 

【経済界】 
経済同友会 

○日本経済団体連合会 
【金融資本市場】 

金融先物取引業協会 
国際銀行協会（IBA) 
信託協会 
生命保険協会 

○全国銀行協会 
第二種金融商品取引業協会 
投資信託協会 
日本証券アナリスト協会 

○日本証券業協会 
日本損害保険協会 
日本投資顧問業協会 

○日本取引所グループ 
○日本 IR 協議会 

【その他】 
日本弁護士連合会 

【オブザーバー】 
東京都 

 
 

（注）各分類内で 50 音順                   
 2017 年 3 月末時点 計 21 会員 22 団体      

   ○印は、ネットワークの行事を企画する企画委員会 
   に所属する会員。計 9 会員。               
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平 成 28 年 4 月 21 日 

公認会計士・監査審査会/金融庁 

監査監督上の協力に関するフランス会計監査役高等評議会(H3C)との書簡交換について

 
１．平成 28 年 4 月 15 日、公認会計士・監査審査会と金融庁は、フランス会計

監査役高等評議会(H3C：Haut Conseil du commissariat aux comptes)と監査
監督上の協力に関する書簡の交換を行いました。 

 
 監査監督上の協力に関する書簡（英語）（ＰＤＦ） 
 監査監督上の協力に関する書簡（日本語）（ＰＤＦ） 

 
２．本書簡の交換は、グローバル化した資本市場の特質を踏まえ、両国の資本

市場における投資者を保護し、監査に対する信頼を向上させるため、両当
局の連携を強化、促進することを目的にしています。 

 
３．本書簡の交換により、両国の監査監督当局は、相手当局からの要請により、

監査監督上の情報交換を行うことができることとなります。 
 
４．主な内容は、以下のとおりです。 
 両当局間において、外国監査法人等に対する検査及び調査等に関する

情報交換を可能とすること 
 相手国に登録・届出を行った又は行おうとしている外国監査法人等に対

して重要な監督上の措置を取る場合には、事前又は直後に、互いに通
知するよう最善の努力をすること 

 その他、交換した情報に関する守秘義務等 
 

問い合わせ先 

公認会計士・監査審査会 Tel：03-3506-6000（代表） 

事務局総務試験室（内線 2432） 

金融庁 Tel：03-3506-6000（代表） 

総務企画局総務課国際室（内線 3835） 

  総務企画局企業開示課（内線 3673、3666） 
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